
　　　　

8 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 ほっとルーム柴田 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 誰もが「ほっと」安心できる幸せを。障がいのある方とご家庭が当社を通して幸せになって欲しい。そのサポートが当社の幸せです。

支援方針
「現在（いま）」と「将来（これから）」の社会生活が安心できるものになるよう、お子さん１人１人の発達に合わせた支援と本人の最大限の能力（学年関係なく自分のペースにおいてス
モールステップで学ぶ楽しさを味わう）が発揮できる環境の提案をしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の観察（検温・顔色・睡眠など）送迎時に学校や自宅での様子の聞き取りにより状況に合わせた対応
・心身の状態の確認（機嫌・表情・言動）・生活習慣や生活リズムの形成（身だしなみ所作・日常生活動作のスキルアップ・食事のマナー・挨拶）

・身体の感覚を使ったレクリエーション（粘土・リトミック・クッキング・製作）目と身体を一緒に動かし、ハサミやボタンを使ってのつまむ・切る・めくるの微細運動。
・散策や外活動で筋力を維持し発散する事で、心身ともにバランスが取れるようにコントロールを図ります。
・保有する感覚を活用し維持します。

・当日の日付・予定・利用児童など視覚的にわかる様に提示します。
・タイマーを用いて活動の切り替え視覚と聴覚にて促します。（時間を意識して自ら行動できるように支援します。）
・個々の感覚特性に配慮した環境（行動障害の予防）を整え苦手な活動にも参加できるようにチャレンジ精神を養います。

・集団での活動において遊びの中から自分の考えを相手に伝えたり、人との距離感を学べるように支援します。
・個々の特性に応じての手段（・言葉・絵カード・ジェスチャーなどでコミュニケーションを図ります。）

・１人遊びや集団での遊びの活動を通し、自己理解・他者理解を養い必要なスキルを養います。
・生活の中から楽しいと思えることを身につけ相手を思いやる心や感情を育みます。

主な行事等 ・ほっとタウン夏祭り・季節の行事・就労A/Bでの職業体験・外出（映画・工場見学・等）・避難訓練・クッキング・外食・お買い物体験

家族支援
送迎時や連絡帳を通して保護者の不安や心配事に耳を傾け、信頼関係を構築し
ていきます。いつでも相談できる環境を整えていきます。

移行支援
他事業所・学校・病院・など各関係機関と情報共有を行い連携し継続し
た支援で安心して移行出来る環境を整えます。
就労に向けたスキルトレーニング

地域支援・地域連携 各関係機関とのケース会議・連絡・相談・報告など連携体制 職員の質の向上
全体でのミーティングで職員同士の意見交換や情報共有をし研修の報告な
ど自分自身のスキルアップを目指します。
外部講師による研修会


